
「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿」➉豊かな感性と表現 

様々な出会いや体験を通して、たくさんの喜びや驚きなどを味わうこ
とで感性は豊かになり、子どもたちは何かを表現したいと感じるように
なっていきます。子どもは心の動きを声に出したり、身振りで表したり
することもあります。その時大事なのは、上手に表現することではなく、
自分なりに表そうとする気持ちです。表現することを子どもが心から楽し
み、好きになることが大切です。 

 
 
 

 

 

 

寒さの中にも春の気配が感じられるようになりました。やわらかな日差しの中で過ごす時間が増え、笑顔あふ

れる毎日です。新しい季節を迎える喜びを、みんなで感じながら過ごしています。子どもたちはたくさんの経験

を通して、一歩ずつ大きく成長しました。年度の終わりを迎え、これまでの成長を振り返る季節となりました。 

子どもたちが見せてくれたたくさんの笑顔と、保護者の皆さまの温かいご協力に心より感謝申し上げます。 

新しい年度が、子どもたち一人ひとりにとって実り多いものになるよう願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月のえんだより 
社会福祉法人 向学会 

U NURSERY 新山口１号館 

2026 年 2 月 27 日（金） 

 

保育のねらい 

＜ひよこ組＞０歳児 

・安心できる保育者のもと、自己を十分に発揮する。 

・保育者の仲立ちにより、友だちと遊ぶことを楽しむ。 

＜りす組＞１歳児 

・自分でできた事に自信を持ち、心身共に安定して過ごせるようにする。 

・身近な自然に触れ、春の訪れの心地よさを感じる。 

＜ぞう組＞2歳児 

・意欲的に生活しながら大きくなった喜びを感じられるようにする。 

・身近な自然に触れ、春の訪れを感じる。 

 3日（火） ひな祭り会 

5日（木） 誕生会 

9日（月） 身体測定 

12日（木） お別れ遠足（弁当持参） 

18日（水） 避難訓練 

28日（土） ぞう組 お別れ式 

      （ひよこ・りす組は休園） 

30日（月） 希望保育 

31日（火） 希望保育（弁当持参） 

＜英語のレッスン＞ 

10 日（火）・24 日（火） 

＜職員の予定＞ 

28 日（土） 職員会議 

 

            

☆年度末の希望保育について 

希望調査の紙を配布させていただいていま

す。お仕事の都合がつかず、保育が必要な方に

関しては、31日（火）はお弁当持参で登園し

てください。家庭保育のご協力をお願いいた

します。 

☆同意書等の記入について 

13日(金)に来年度分の「重要事項説明書・同

意書」「SNSに関する同意書」をお渡しします

のでサインをお願いいたします。 

また、緊急連絡先や児童票も一度お返ししま

す。住所表記が変更された地域もあると思い

ますので、変更事項を赤字で訂正して提出し

てください。変更のない方はそのままご提出

ください。 

☆4月 1日（水）おめでとう会 

この日より、通常通りの保育をおこないます。

子ども達と保育士とで進級をお祝いして年度

初めの会をおこないます。 

在園児は、保護者の参加はありません。 

 

 

本園では保育園評価を年１回、職員の自己評価を年２回、虐待につい

ての研修、チェックリストを年２回おこなっております。今年度の総評

をお知らせします。子ども達の感染防止強化のため、玩具や室内の日々

の消毒に努めたり手洗いの強化をするなど、子ども達が健康で安全に

生活できる環境作りに努めてまいりました。保育の内容については、今

年度特に 10 の姿を意識しながら保育を進め、保護者の皆様にもご理

解いただけるよう園だよりやクラスだよりを通じて子ども達の育ちを

お伝えしていきました。また、参観日では、シークレット参観に加え親

子活動や給食参観もおこない、園での子ども達の様子を見ていただき

ました。さらに、ホームページのブログを活用し子ども達の活動の様子

を写真付きで見ていただけていることと思います。 

今年度より導入したルクミーのアプリを活用し、毎月の給食献立表、

園だよりのお知らせと共に、毎日のお子様の園での様子をお知らせし

てご家庭との連携を大切にしております。職員研修は専門講師のオン

ライン研修会に参加し職員一人ひとりの質の向上に努めてまいりまし

た。今後も保育目標の『健康で明るい子ども』、『自ら考え学ぶ子ども』、

『思いやりと感謝の心を持つ子ども』の三つの柱を念頭に置いてより

良い保育が実施できるよう一層努力してまいりたいと思います。 

園評価及び自己評価の公表 


